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愛
知
県
で
初
め
て
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
県
内
54
市
町
村
で
音

楽
、
美
術
、
演
劇
、
伝
統
文
化
、
歴
史
等
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
様
々

な
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
国
民
文
化
祭
」
は
国
内
最
大
級

の
文
化
の
祭
典
で
あ
り
、「
文
化
の
国
体
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
、
競
演
、

交
流
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加

の
機
運
を
高
め
、
新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
昭
和
61
年
に
当
時
の
文
化
庁
長
官
を
務
め
た
作
家
の
三
浦

朱
門
氏
が
提
唱
し
、
文
化
庁
と
東
京
都
の
共
催
で
第
１
回
大
会
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は「
愛
故
知
新
」

で
す
。
こ
れ
は
、
故
事
成
語
の
「
温
故
知
新
」
に
「
愛
」「
知
」
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、伝
統
を
「
愛
」（
い
つ
く
）
し
み
、

新
し
き
を
「
知
」
り
、文
化
は
動
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
に
伝
わ
る
様
々
な
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
新
し
い
時
代
に
引
き
継

い
で
い
く
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
地
域
と
の
交
流
を
通

じ
、
文
化
の
創
造
・
展
開
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

蒲
郡
市
で
は
、「
第
31
回
国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
2016
蒲
郡
市
民
音
楽
祭
」

と
題
し
て
、
第
１
部
「
蒲
っ
こ
フ
ェ
ス
」、
第
２
部
「
蒲
郡
市
民
音
楽
祭
」

の
２
部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
木
船
幼
稚
園
の

年
長
児
に
よ
る
〝
鼓
笛
の
演
技
〟
と
市
内
の
子
供
た
ち
に
よ
る  

〝
よ
さ

こ
い
総
踊
り
〟
に
よ
り
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
詰
め
か
け
た
観
客
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
「
蒲
っ
こ
フ
ェ
ス
」
は
、
蒲
郡
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
子
供
た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
前
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
今
日
の
ス
テ
ー
ジ
の

た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
素
晴
ら

し
い
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
「
蒲
郡
市
民
音
楽
祭
」
で
は
、
テ
ル
ミ
ン
＆
マ
ト
リ
ョ
ミ
ン

の
演
奏
、
マ
リ
ン
バ
や
吹
奏
楽
、
和
太
鼓
、
合
唱
と
音
楽
の
盛
ん
な
蒲

郡
ら
し
く
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
日
を
通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
「
第
31
回
国
民
文
化
祭
・
あ

い
ち
2016
蒲
郡
市
民
音
楽
祭
」
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

蒲
郡
市
は
、
市
制
50
周
年
以
来
「
音
楽
の
ま
ち
」
を
掲
げ
、
音
楽
に

関
連
す
る
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
平
成
17

年
の
愛
知
万
国
博
覧
会
の
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
で
す
。

相
手
国
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
と
蒲
郡
市
は
、
平
成
19
年
度
よ
り

音
楽
等
を
通
し
た
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
去
る
10
月
31
日
に
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
音
楽
祭
～
華
麗
な
る
歌
と
踊
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
～
を
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
音
楽
等
を
通
じ
た
交

流
や
、
子
供
た
ち
の
才
能
の
発
掘
と
育
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
演
奏
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
演
技
を
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
種
関
係
機
関
・
団

体
と
も
協
力
し
合
い
、「
音
楽
の
ま
ち
蒲
郡
」

の
更
な
る
浸
透
を
図
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
副
市
長

井

澤

勝

明

「第３１回国民文化祭・あいち２０１６ 蒲郡市民音楽祭」
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第41回 愛知県文連美術展
第31回 国民文化祭 あいち2016

入 選 作 品

平成28年11月15日㈫～20日㈰
愛知県美術館（蒲郡市文協関係）灰釉炭化象嵌 桶型花器　壁谷和雄灰釉炭化象嵌 桶型花器　壁谷和雄

湖畔にて　佐々木胆造湖畔にて　佐々木胆造

風遼気爽　田中草紫風遼気爽　田中草紫

竹島海岸のゆりかもめ　原　勝久竹島海岸のゆりかもめ　原　勝久 家事手伝い　小林陽子家事手伝い　小林陽子

きみがよの…　近藤向華きみがよの…　近藤向華三河湾を楽しむ　小田とし子三河湾を楽しむ　小田とし子 カサブランカ　酒井みよ子カサブランカ　酒井みよ子

ムクゲ　近藤佐代子ムクゲ　近藤佐代子 古木　石井京子古木　石井京子 D51－201　福澤邦典D51－201　福澤邦典 スローライフ　壁谷抄稚子スローライフ　壁谷抄稚子

臼杵雨情　早川青堂臼杵雨情　早川青堂 祈り　榊原公平祈り　榊原公平 心華　藤田柴苑心華　藤田柴苑

陸游詩二首　三浦希韶陸游詩二首　三浦希韶紅の絞り　杉浦　才紅の絞り　杉浦　才 晩秋の小路　内田明美晩秋の小路　内田明美 里の四季　市川勝代里の四季　市川勝代

奨励賞
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初 心 者 の た め の 文 協 講 座

県
民
茶
会

十
一
月
十
三
日
㈰ 

岡
崎
中
央
総
合
公
園

　

三
河
部
愛
知
県
民
茶
会
が
岡

崎
中
央
総
合
公
園
内
の
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

お
天
気
が
い
い
中
十
九
席
の

釜
が
掛
け
ら
れ
、
蒲
郡
文
協
か
ら

は
薫
風
流
の
鈴
木
博
翠
先
生
が
、

釜
を
掛
け
ら
れ
た
。

　

当
日
は
十
時
に
は
体
育
館
駐

車
場
が
満
車
に
な
る
ほ
ど
の
賑

わ
い
だ
っ
た
。
蒲
郡
の
席
は
体
育

館
の
一
番
奥
で
あ
っ
た
が
、
い
つ

も
と
違
っ
た
「
わ
紅
茶
」
の
点
前

を
披
露
。
六
百
人
近
い
人
が
い
つ

も
の
煎
茶
と
違
っ
て
「
香
り
が
い

い
で
す
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

芸
能
大
会

十
一
月
二
十
七
日
㈰ 

田
原
文
化
会
館

　

第
31
回
国
民
文
化
祭
あ
い
ち

2016
と
し
て
東
三
河
部
の
芸
能
大

会
が
田
原
文
化
会
館
で
行
わ
れ

た
。
当
日
は
、
途
中
か
ら
雨
が
ぱ

ら
つ
き
あ
い
に
く
の
お
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
５
市
１
町
の
文

化
協
会
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
練
習

の
成
果
を
披
露
さ
れ
、
華
や
か
な

舞
台
と
な
り
、
大
勢
の
方
々
が
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　

蒲
郡
市
文
化
協
会
か
ら
は
「
ゑ

ん
の
会
」
の
９
名
の
皆
さ
ま
に
出

て
い
た
だ
き
、
長
唄
「
藤
音
頭
」、

端
唄
「
桃
太
郎
」、
民
謡
「
お
て

も
や
ん
」、
合
唱
曲
「
尾
鷲
節
」

の
４
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

県

文

連

事

業

【書道教室】
11月７日～28日

全４回実施　受講者17名

実用書道は毎回人気の講座で
す。年賀状の作成に自分の名
前の練習をしました。

【水石教室】
９月４日～11月20日

全4回実施　受講者10名

石の世界が語る美しさと魅力
が体験できました。
市民文化祭水石展にも参加し
ました。

【陶芸教室】
８月24日～９月28日

全4回実施　受講者11名

花びん作りに挑戦しました。
形も色も個性あふれた作品が
出来上がりました。
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文化祭文化祭 詩
吟
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

市
長
賞 

近
藤

　か
ず

県
議
会
議
長
賞 

壁
谷

　和
子

県
文
化
協
会
連
合
会
賞 

大
久
保
愛
子

市
議
会
議
長
賞 

吉
見
由
利
子

市
教
育
委
員
会
賞 

中
川
た
ま
ゑ

市
文
化
協
会
長
賞 

星
野

　照
子

芸能発表会
11月５日・６日

洋楽発表会
11月20日

筝曲演奏会 11月23日

市民茶会
11月６日

開会式典
11月３日

裏千家　茶室
　宗徧流　大会議室
　　表千家　中会議室

大茶盛風景
3人で1碗のお茶を飲んで頂いた

中ホールにて
吟剣詩舞・謡曲・邦楽・舞踊の４部会が
２日間に渡りステージを繰り広げました。
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菊
花
展
受
賞
者

県
議
会
議
長
賞 

福
井

　敬
子

県
教
育
委
員
会
賞 

河
井

　宏
幸

県
文
連
賞 

板
倉

　茂
子

市
長
賞 

田
島

　道
秋

市
議
会
議
長
賞 

西
浦
小
学
校

農
業
協
同
組
合
賞 

小
林

　春
枝

商
工
会
議
所
会
頭
賞 

羽
田
喜
久
司

中
日
新
聞
社
賞 

嶋
田

　勝
美

市
教
育
委
員
会
賞 

飛
田

　正
季

　
　
　〃 

清
水

　正
義

市
文
化
協
会
長
賞 

金
沢
三
千
代

　
　
　〃 

稲
石

　ア
キ

市  民市  民

写 真 展
11月11日～13日

絵 画 展
11月3日～6日

水墨画展
11月18日～20日

開会式アトラクション
吟剣詩舞部会書道・工芸展

東ホール  11月３日～６日

華 道 展
東ホール  11月19・20日

菊 花 展
ホールロビー
11月３日～６日

今年も丹精された多くの
菊が出品された

出品点数の多い中、見やすい
ように展示されていた

作品の数は少なくなったが、
力強く明るい展示となり、多
くの方にお茶を飲みながら
ゆっくり見ていただいた。

市民会館会場から少し離れて
いる関係でこちらまで足を運
んでもらえないところがある
中、毎週400人前後の参観者
があった。

博 物 館 ギ ャ ラ リ ー 会 場
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文
化
財
め
ぐ
り

十
一
月
十
六
日
㈬

「
大
池
寺
」・「
瑞
龍
寺
」

　

午
前
七
時
、
49
名
に
て
市
民
会

館
を
出
発
。お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

車
窓
の
景
色
を
楽
し
む
う
ち
に
予

定
の
時
間
よ
り
早
く
到
着
。
駐
車

場
の
真
紅
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら

大
池
寺
の
山
門
を
く
ぐ
る
。
書
院

か
ら
江
戸
初
期
の
小
堀
遠
州
の
作

と
い
わ
れ
る
蓬
莱
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
ご
住
職
の
説
明
を
お
聞
き
す

る
。
サ
ツ
キ
の
大
刈
込
み
の
枯
山

水
庭
園
だ
そ
う
で
、
波
・
宝
船
・

七
福
神
な
ど
を
表
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
皆
さ
ん
方
が
そ
れ
ぞ
れ

感
じ
た
よ
う
に
見
て
頂
け
れ
ば
良

い
で
す
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
後
本
堂
に
移
り
、
丈
六
の
釈
迦

如
来
像
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
行
基
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
文
化
庁
の
調
査
で
は
そ
こ
ま

で
は
古
く
な
い
と
の
話
を
さ
れ
な

が
ら
、
こ
の
甲
賀
の
里
に
は
櫟
野

寺
の
薬
師
如
来
・
十
楽
寺
の
阿
弥

陀
如
来
と
併
せ
て
甲
賀
三
大
仏
と

言
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

ほ
ど
の
丈
六
仏
が
三
体
も
こ
の
里

に
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
こ

の
地
が
ど
れ
ほ
ど
信
仰
に
篤
く
大

事
に
さ
れ
て
き
た
か
を
伺
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。、
書

院
に
戻
り
お
抹
茶
を
頂
き
な
が
ら

も
う
一
度
手
入
れ
の
い
き
と
ど
い

た
庭
を
見
て
大
池
寺
を
後
に
瑞
龍

寺
へ
と
向
か
う
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
降
り
、
城
山

の
歩
き
に
く
い
石
段
を
あ
が
り
な

が
ら
、
お
願
い
地
蔵
尊
・
山
門
を

く
ぐ
る
と
瑞
龍
寺
本
堂
に
で
る
。

こ
の
寺
は
、

秀
次
を
は
じ

め
共
に
処
刑

さ
れ
た
人
た

ち
を
弔
う
た

め
に
建
て
ら

れ
た
、
日
蓮

宗
唯
一
の
門

跡
寺
院
と
の
こ
と
。
本
堂
で
一
般

の
寺
と
門
跡
寺
院
の
違
い
な
ど
を

い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
な
が
ら
、
須

弥
壇
の
前
ま
で
入
っ
て
ご
本
尊
を

拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、

奥
の
部
屋
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

お
客
様
に
よ
っ
て
通
さ
れ
る
部
屋

の
違
い
や
天
井
の
作
り
も
違
う
と

か
、
天
皇
家
か
ら
頂
い
た
祝
儀
袋

は
白
と
紺
の
水
引
で
名
前
は
下
で

な
く
右
上
に
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
い
た
。
そ
の

後
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
近
江

八
幡
の
堀
や
昔
の
町
並
な
ど
を
一

時
間
ほ
ど
見
て
廻
り
蒲
郡
へ
の
帰

途
に
つ
い
た
。

　

信
仰
の
篤
き
甲
賀
の
里
に
坐
す

丈
六
仏
の
お
顔
や
さ
し
き

文化祭文化祭

短
歌
会
入
賞
者

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　太
田

　文
子

　い
ち
日
の
農
作
業
終
へ
帰
り
来
る

　
　
　
　夫
と
息
子
の
声
近
づ
き
ぬ

県
文
化
協
会
連
合
会
賞

　
　伊
藤

　治
輝

　病
気
に
て
仕
事
を
退
き
し
十
余
年

　
　
　
　溶
接
の
感
覚
い
ま
だ
手
に
あ
り

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木
志
満
江

　連
弾
の
少
女
の
髪
の
黄
の
リ
ボ
ン

　
　
　
　音
強
き
と
き
大
き
く
揺
れ
る

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　加
藤
芙
美
代

　音
量
を
上
げ
て
テ
レ
ビ
を
観
て
を
り
ぬ

　
　
　
　子
の
帰
り
た
る
ひ
と
り
の
部
屋
に

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　吉
見

　幸
子

　親
が
は
り
を
務
め
て
過
ぎ
た
る
三
十
余
年

　
　
　
　我
を「
母
さ
ん
」と
呼
ぶ
妹
の
声

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　鈴
木

　憲
治

　印
刀
を
研
ぎ
つ
つ
思
ふ
新
し
き

　
　
　
　刃
物
は
わ
づ
か
に
切
れ
あ
じ
に
ぶ
し

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　水
野

　絹
子

亡
き
人
の
携
帯
番
号
手
繰
り
つ
つ

　
　
　
　掛
け
れ
ば
繋
が
る
気
の
す
る
今
宵

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　吉
見

　
　宏

　切
株
よ
り
伸
び
た
る
枝
の
広
が
り
て

　
　
　
　紅
の
芙
蓉
七
つ
咲
き
た
り

短 歌 会　東会議室　11月６日㈰
俳 句 会　大会議室　11月12日㈯
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ふ
る
さ
と
文
化
財
の
話
（六）

領
主
松
平
義よ

し
た
か堯
の
歌
碑

　

竹
島
の
遥
拝
所
に
西
郡
領
主
四

代
松
平
義
堯
公
の
雨
乞
い
の
立

派
な
歌
碑
が
あ
る
。
平
成
２
年

（
一
九
九
〇
）
７
月
に
竹
島
丑
寅

会
63
名
が
厄
年
記
念
に
歌
碑
と
石

鳥
居
を
奉
納
し
て
い
る
。

　

義
堯
の
領
主
期
間
は
元
禄
７

年
（
一
六
九
四
）
～
享
保
19
年

（
一
七
三
四
）
と
37
年
間
領
主
を

務
め
た
。

　

歌
碑
の
歌
は
、
宝
永
２
年

（
一
七
〇
五
）
の
大
旱
魃
の
時
に

領
主
義
堯
は
５
月
に
遥
拝
所
で
雨

乞
い
祈
願
を
し
て
法
華
経
８
巻
を

奉
納
し
て
い
る
。
歌
碑
に
は
、

ゆ
う
た
す
き
か
け
て
そ
た
の
む

ふ
る
雨
は
あ
ま
ね
く
み
つ
る

　
　
　

神
の
め
ぐ
み
を　
　

義
堯

（
訳
）
神
事
の
服
装
を
し
木ゆ

う綿
襷
た
す
き

を
か
け
て
日
照
り
続
き
の
田
畑
に

雨
の
降
る
よ
う
祈
り
神
様
の
恵
み

が
田
畑
の
隅
々
ま
で
届
く
様
お

願
い
し
た
。
ま
た
、
元
文
３
年

（
一
七
三
八
）
に
石
鳥
居
を
寄
進

し
た
。

　

蒲
郡
に
特
に
大
き
な
川
が
な
く

慢
性
的
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
上
山
に
囲
ま
れ
地
下

水
も
少
な
く
、
昔
の
人
々
に
と
っ

て
長
期
の
田
畑
の
水
不
足
に
は
神

仏
に
頼
る
以
外
の
術す
べ

は
な
か
っ
た
。

　

蒲
郡
町
誌
や
王
稔
記
（
天
桂
院

寺
記
録
）
に
よ
る
と
義
堯
の
領
主

時
代
は
飢
饉
や
旱
魃
が
多
く
元
禄

13
年
（
一
七
〇
〇
）
か
ら
15
回
も

あ
っ
て
、
そ
の
度
に
雨
乞
い
祈
願

を
し
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

昭
和
43
年
４
月
か
ら
豊
川
用
水

が
貫
通
し
て
水
不
足
は
解
消
さ
れ

て
住
み
よ
く
な
り
雨
乞
い
の
祈
願

は
見
な
く
な
っ
た
。（

林　

正
夫
）

市  民市  民俳
句
会
募
集
句
学
生
の
部

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　小
林
美
羽
音

　風
で
ま
う
も
み
じ
は
ま
る
で
バ
レ
リ
ー
ナ

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　市
川

　剣
成

　笑
い
顔
と
け
て
泣
き
顔
ゆ
き
だ
る
ま

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　梶
浦

　桐
吾

　ざ
ん
敗
で
終
わ
っ
た
ぼ
く
の
運
動
会

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　村
田

　真
人

　通
知
表
ぼ
く
の
心
は
も
う
ふ
ぶ
き

俳
句
会
募
集
句
入
賞
者

県
文
化
協
会
連
合
会
賞

　立
岩

　宣
宏

　満
月
を
一
つ
窓
よ
り
母
と
妻

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　小
田

　智
子

　胡
麻
干
し
て
堂
守
昼
の
木
魚
打
つ

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　岩
﨑

　喜
子

　痩
せ
し
子
の
粘
り
勝
ち
た
る
草
相
撲

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　大
場

　安
子

　高
稲
架
に
吊
る
す
弁
当
峡
日
和

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　市
川

　和
子

　も
う
膝
へ
く
る
子
の
な
く
て
花
火
の
夜

俳
句
会
当
日
句
入
賞
者

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　稲
吉

　園
江

　愚
痴
い
わ
ぬ
母
の
背
中
や
日
向
ぼ
こ

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　牧
野

　一
古

　鷹
柱
一
気
に
く
づ
れ
島
越
ゆ
る

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　市
川
美
智
子

　ふ
る
さ
と
に
横
綱
の
墓
返
り
花

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　内
田

　陽
子

　ゐ
の
こ
づ
ち
子
に
は
夫
ほ
ど
も
の
言
へ
ず

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　広
中

　順
子

　綿
菓
子
の
顔
を
は
み
だ
す
秋
祭

盆栽・皐月展
大会議室　19・20日

水 石 展
中会議室　19・20日
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

特別展「とうふねこ座の世界」
※イベント　とうふねこ座おはなし会

 １月14日㈯～29日㈰
※１月29日㈰午前10時30分～11時

世界にヒトツのＭＹ箸アート展  ２月 ４日㈯～19日㈰

2月14日はにぼしの日！にぼしの解剖教室  ２月12日㈰午前10時30分～12時

土曜会墨彩画展  ２月22日㈬～26日㈰

蒲郡切り絵同好会　切り絵展  ３月 １日㈬～ ５日㈰

春の特別展 「カワラ・デ・ヒロッタ－ジュ」  ３月11日㈯～ ４月 ９日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

蒲郡っ子作品展  １月27日㈮～29日㈰

第32回写真集団「雲」作品展  ２月23日㈭～26日㈰

人権作品展  ３月 ４日㈯～12日㈰

手織場展  ３月18日㈯～20日（月・祝）

企画展「形原の歴史」　特別展示室  ２月24日㈮～ ３月20日（月・祝）

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL67−5151）

月例茶会　　席主：竹内宗綏  ２月 ５日㈰

月例茶会　　席主：中野宗恵  ３月12日㈰

お 　 知 　 ら 　 せ

ご協力ありがとうございました
［熊本震災義援金］

　９月２日、94,000円  社会福祉協議会
を通して、日本赤十字社に収めさせてい
ただきました。

［特別会員 新規入会］
　10月20日　蒲郡国際交流協会　１口

第 6 回 文 化 事 業第 6 回 文 化 事 業

《チケット発売中》
前売　1,000円（18歳以下500円）
当日　1,500円（18歳以下700円）

取扱い：文協事務局又は市民会館窓口
＊2月25日㈯は高澤綾による管楽器ワーク 

ショップ（無料）と公開リハーサル（チケッ
トにて入場可）を行いますので、併せて
ぜひどうぞ。
①ワークショップ　14：00～ 中ホール
②公開リハーサル　15：30～ 大ホール


